
厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業） 
平成 29年度 総括研究報告書 

161 
 

資料１   研究班員 
 
１．研究代表者 
長谷川高志 特定非営利活動法人日本遠隔医療協会 

 
２．研究分担者 
郡隆之 利根中央病院 
草場鉄周 北海道家庭医療学センター 
前田俊輔 筑紫南が丘病院 
森田浩之 岐阜大学 
鈴木亮二 東北大学 
佐藤大介 国立保健医療科学院 
清水隆明 姫路獨協大学 
斉藤勇一郎 群馬大学 

  
３．研究協力者（常任） 
酒巻哲夫 特定非営利活動法人日本遠隔医療協会 理事長 
東福寺幾夫 特定非営利活動法人日本遠隔医療協会 事務局長 
加藤浩晃 京都府立医科大学 
桵澤邦男 東北大学 
杉山賢明 東北大学 
長澤晋哉 金沢医科大学 
山野嘉久 聖マリアンナ医科大学 
長谷川大輔 聖マリアンナ医科大学 

 
４．研究協力者 
小笠原敏浩 岩手県立大船渡病院 
谷合久憲 秋田厚生連由利組合総合病院 
久保山修 つくばハートクリニック 
中村卓也 福岡市 
庄司哲也 福岡市医師会 
二ノ坂保喜 にのさかクリニック 
内田 直樹 たろうクリニック 
増崎 孝弘 (株)インテグリティヘルスケア 
高木俊介 横浜市立大学 
吉嶺裕之 井上病院 
東 信良 旭川医科大学 
守屋 潔 旭川医科大学 
岡橋さやか 京都大学医学研究科 
中島英太郎 中部ろうさい病院 
南口 仁 大阪大学 
影治照喜 徳島県立海部病院 
琴岡憲彦 佐賀大学 
長谷川泰弘 聖マリアンナ医科大学 
鈴木倫保 山口大学 
小山耕太郎 岩手医科大学 
苅尾七臣 自治医科大学 
Georgina Sanderson Cochlear Limited 
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井上昌彦 いのうえ内科クリニック 
佐竹昇太 (株)キュアアップ 
鈴木晋 (株)キュアアップ 
竹村昌敏 (株)エクスメディオ/東京医科歯科大学 
岸本泰士郎 慶應義塾大学 
山本正路 アボットメディカルジャパン株式会社 
来島 一男 アボットメディカルジャパン株式会社 
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資料２ 研究班活動記録 
 

2018年 6月 17日～6月 18日 日本在宅医学会大会(名古屋） 
2018年 6月 23日  岩手県立大船渡病院（岩手） 
2018年 6月 29日  日本睡眠学会大会（横浜） 
2007年 7月 8日   日本医療マネジメント学会大会（仙台） 
2018年 7月 27日  滋賀県立成人病センター（滋賀） 
2018年 7月 29日  第一回全体班会議（東京 
2018年 8月 8日   由利本荘市（秋田） 
2018年 9月 11日  京都大学（京都） 
2018年 9月 14日  岩手医科大学（盛岡） 
2018年 9月 29日～10月 1日 日本遠隔医療学会学術大会（宇都宮）9/29-10/1 2018
年 10月 17日   杏林大学病院（東京） 
2018年 10月 23日  山梨大学病院（甲府） 
2018年 10月 27日  大阪大学病院（大阪） 
2018年 11月 1日  中部ろうさい病院（名古屋） 
2018年 11月 6日  旭川医科大学（旭川） 
2018年 11月 8日  東北大学（仙台） 
2018年 11月 21日～11月 24日 医療情報学連合大会（大阪） 
2018年 11月 30日  山口大学 
2018年 12月 13日  名寄市立総合病院 
2018年 12月 14日  北海道家庭医療学センター 
2018年 12月 21日  横浜市立大学病院（神奈川） 
2018年 12月 25日  分担班会議（仙台） 
2018年 1月 24日  徳島県立海部病院（徳島） 
2018年 2月 10日～2月 11日 日本遠隔医療学会スプリングカンファレンス 
2018年 3月 9日   第二回全体班会議（東京） 
2018年 3月 18日  医工学治療学会学術大会（さいたま） 
2018年 3月 18日  分担班会議（東京） 
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資料３ 論文、講演等一覧表 
1. 論文発表 
[1]  長谷川 高志, 鈴木亮二、齋藤勇一郎他. 在宅患者のための遠隔診療、多施設前向き臨床
試験、結果概況.日本遠隔医療学会雑誌,13(2),84-87,2017-08 

[2]  長谷川高志、鈴木亮二、斉藤勇一郎他.在宅患者のための遠隔診療、多施設前向き臨床試
験のプロトコルと試験.日本遠隔医療学会雑誌,13(1), 12-15,2017-06 

[3]  長谷川高志.地域政策に於ける遠隔医療への展望.日本地域政策研究,20,14-20,2018-03 
[4]  長谷川高志.遠隔医療の政策動向,分子脳血管病,17(1),38-41,2018 
 
２.  学会発表 
[1]  長谷川高志、酒巻哲夫.在宅患者に対する遠隔診療の有効性に関する多施設研究のプロ
トコル、第 19回在宅医学会大会 

[2]  佐藤大介、平成 29年度地域医療基盤開発推進研究事業 遠隔診療に関する有効性・安全
性に関するエビデンスの飛躍的な創出を可能とする方策に関する研究から見た課題整
理、第 18回医療情報学連合大会、2017 

[3]  長谷川高志.厚生労働行政推進調査事業 遠隔診療の有効性・安全性に関するエビデン
スの飛躍的な創出を可能とする方策に関する研究,日本遠隔医療学会スプリングカンフ
ァレンス 2018、2018 

[4]  佐藤大介．遠隔医療の着実な推進に向けた課題整理,日本遠隔医療学会スプリングカン
ファレンス 2018、2018 

[5]  清水隆明.遠隔診療に関する網羅的な診療行為リストの作成,日本遠隔医療学会スプリン
グカンファレンス 2018、2018 

[6]  鈴木亮二.遠隔診療の研究手法についての文献考察,日本遠隔医療学会スプリングカンフ
ァレンス 2018、2018 

[7]  長谷川高志.遠隔医療の政策動向,第 43回日本脳卒中学会学術大会、2018 
 
 
 
 
 
 


